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州大学の研究グループが、体の多くの臓器や血管

病気を引き起こす原因となるタンパク質の働きを明

かにし、今後、多くの臓器の治療につながることが

待されています。

の研究は、信州大学大学院の新藤隆行教授らの

グループが、15日 、松本市の信州大学で発表し

=も
のです。

れによりますと、新藤教授らは、血管や心臓などの

な状態に保つ上で、重要な働きをするあ
る特定のホルモンに注目しました。

そして、マウスに遺伝子操作をしてこのホルモンの機能を調整すると見られていた「RAMP2」と呼ばれるタンパ
ク質の働きを調べました。

その結果、このタンパク質を壊したマウスでは血管や心臓の機能が低下し、腎不全や心不全などの症状がみら
れるようになることが分かつたということです。

新藤教授によりますと、これまでもこのタンパク質の重要性は知られていましたが実際に、遺伝子操作でタンパ

ク質を壊したマウスの実験で、タンパク質と病気の関係を明らかにしたのは初めてだということです。
今後はタンパク質の働きを高める薬を開発することで、有効な治療法がなかつたさまざまな臓器に関わる病気
の治療につながる可能性があるとしています。

今回の研究成果は、今月19日 アメリカの医学専門雑誌に掲載されるということです。
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